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瞬 下傭 寓 は PA か ら孚醗 で き る が，こ の 嬲 は
以鰐 筋 奴 い た ように・鞭 代離 撒 紳 て 燃
的に ‘け る勸 で臆 く綴 素姫 とい う黔

．
ド筒 、、、

て の み es！’i”する もの で 効 議 素供給 が 粉 と就 購
び 靴 され て PA とな るぽ た ・ A ・1…a ・ の よ う囎 難
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鰭 勳 鯛 畍 し婿 噸 購 呶 分で勅 。 、 穣
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．
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た す よ うなf鮴 下に 掛 て ぽ ・ 必ず 駒 PA の 欄 醐

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2−− 2
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・A 嶼 す凝 究 筋 く

は B1 。た は C・C を・梼 として 彳i’・a／ ：L て き た・

体内 、 臑 ・・ PA ．L，．“Z能然 四
［1］
’
に t・J　一・ て 臘 に

多 く碗 轟 ・ れ て ・る 購 ・
・ A 融 1斌 碗

？
繍 雌 と レて 蝕 構 の 醐 産呶 ・ し て 9　lkさ れ ・

が，　 ，i の 処理
．勵 瓢 刊・及謂 鯒 粧 要鰍 讃

果 して い る ・ と鰺 くの 黻 者獄 っ て 才旨握 れ て い る

　とこ ろ
』
ごあ る

1）〜s）．

　一方 ，妊娠時，こは rね質代謝面 にお い て 大な る表 1 辷 b

た し て い る 。 拠 嫉 ごあ るが諺 肥脚 よ う（ ・「 大瓢

ヲ…の 体内橘 匠 勲 灘 鮪 づ
一
る ・A 繝 し も 諸 然

変化  ・ っ て い る ・ と覦 L：で L・
’

（
・・こ れ 〔一っ い て は

鰍 ，雁 の 鰥 漁 ・ れ ひ るが・そ 肪 の 蜘 ：よ
饗

鏘 時 1の い 斑 婦 ごは 瓢 婦よ 恤 畑 節 浦 編

認懸黒潔認 灘。題瓢1蕪 1工翆
し て 酔 r 鱒 ．、が撫 時の 讎 一L頒 聡 防 わ 紅

麟 滑 嶋 凱 脚 融 る 機tr
・
に よっ て癬 す る も

の で鋤 “
、，こ

・
・ ） の 点鋤 鵬

一
卜舷 さ れ て 轍 い ’

よっ て私は こ の 灘 粉 に編 す べ く鰍 縫 企 て た の

　 で ら る。
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　　榊 ．お 、副 バ た如 く，離 夊伽 の艸 闘 直離
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こ の 点 藍 襁 討した ・
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、
r．！v＃古 pTia

）

　（／gs4） とll賂嗣 様 の
一k

”
’の B ・ 灘

　鰯 （勃 荊 ・5G9 清 鞠 … 9 ・　 B ・・2°°γ 添力U）

　　d 少 く とも ・勘 以上顛 砿 騨 ・勺2 即 ・白鱗 戯

　　蘇 壷 用い る ・ と と し ， 非孅 と妊舜購 紛 肛 突

　　謙 行っ た．殲 群離 郊 獣 そ の 日 よ ・ 妊駟 蜘

　　数 え，鰄 前側 鰍 妊鞴 ・・一・5・） と妊賑 半 琳

　　（螂 緬
〜2卿 とに 分脈 ・腹部 の 緲 そ の ・匠 妊

　　嫌 覦 しえ舳 の の 祉 馬 鰍 し ・
’Lr一とは 猟 窃

　　る．鰯 は ・ 日 墹 犠 ・驃 瞑 え る こ と と し雌 査

　　前 。 臨 酸 6日寺に 食峨 し た讎
こ
匿・ と り却 ・臓 絶

　　食ぜ しめ纏 期 の 揃 購 職 戸そよ 琉 艦 1・”ml

　　を採Ml ． た 濾 お．攤 諮 易謡 頴 る た め と謬 鯏

妊娠楙 に 紺 礁 ヴ ド ウ 醂 散 関す猿 黜 嬲 日 産 婦 誌 12卷 1号
“

草脳 附 る 1．一め 渓   鍬 行に ・・’d瞬 駅 1926）

蛸 灘 よ 顕 。翫 酬 1終灘 畑 1榊 ・ 晒 して お

い た 課 血 に 際 で 妙 く と ・・1鯏 ・・」剛 物臨 嫁

兎 矧 き出 b 獅 コ瞬 ・拗 ・鯊 磁 跏 毬

い た。

　鯖 2項 　定一濠

血中 ． A 定 ficは ・・i・dm ・nn ・H ・ u …
14 ＞

（醐 ）氏

法 の 島画 ・清水氏
・・
圏 去 （19，E8）に よつ た・即 ち 1（）％ ＄

塩化蝦 5．剛 を 入れて ・ 乱 館 内に 勸 鹸 唖

液 L 圓 ．弾 く温 ， 批 後｝二b礫 し 除讎 絎

、、 。 の 上融 伽 1 触 弊 1・・1コ篇 ・ 解 ・ こ 涯

25℃ 鯛 硲 ・匡 力1・温 し ，
2，4−Di・ i・・ Qph ・・ ylhydrazin 　

’
X

ン鬟。β 師 磁 ・1，認 間灘 ‘ し め・つ い で キ 弾
一

ル 4。圃 勧 蜘 畍 臨 手贓 謎 心 飛 隹し 下 陛 毛

雛 ピ ペ 。 照 儀 蛹 班 押
一・レ層 ・ 1°％ 騰

ソ ー腋 3．唄 勧 脇 祕 紛 隴 拌 し・後遠心分

灘絎 い ，こ の 下肱 り ・綱 を と り ・
こ れ 圏 悼

N 。OH 　II、 1，瞬 を 加えて 10撒 ・観 す る 赤 一 こ っ い

’
（s 光．．贍 計を用 い 鷺 嫐 光隻醐 定 し （濾 難

m ，）ぶ 脈 吸光度 か ら 油 中 PA 濃度 （1戚 蛸 出

　 した ．

　　第 2節 人
？ 成転及 び 考按

　　実贓 魂 第 購 示 す姻 謬 旨雛 ユ゚ 粥 血 畑 A

瀕 の 朝 値 は ・．15・g，idL，（
’
あ り・ 瓶 前糊 群醐 で

は L2 隠 1， 殲 騨 顯群醐 では 鳳 螂 ユる 妊娠家

兎で は 軅 緻 とと 郁 離 して い る鼬 が う か が つ

れ，翹 醍 妊鰤 糊 翫 鵬 よ推計学的蕭 意 で は

、認   非畑 と孅 後 ・ 期・齢 駕 推謂 的 に 硫

　 意であ る・

　　　　　　　第 1 表 妊娠及 び 非 肋 兎の

　　　　　　　　血 中焦 性 ブ ド ウ 酸 法 度

　　　　
　　　　

從 継 櫞 卿 劃 ・P 蝋 ・つ ・丶て 顧 厂 多
3＞
（195°〉

鯛 、．。6麟 森川
・5・

（・954） ・・6・・5・・一・…   ’姐1・Lu17ン

（、939）も皸 ・。981119朕 以 一1・何描 耳諒 血轍 度） と

逋べ て お り，
こ れ らCP羅告は 私 の 所見 と略k 一

致 タ る も・

の
』
ご膨 る。

な お 証 嫐 昇 宅 け る血中 1？・A ｛直に つ い て 覦 欝

で の とこ ろ鯖 赫 て い な い ガ・エx上 の 所見 は 燃 ｝こ お

、、噺 1． 発灘 れ た Markees7・ （・95・）・上野
s’

（1951）・
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G °nzal ・・
’ 1）

（・95T） tVt’
．D 幸侵告 と略 々 一

致 す 舳 の で あ

　る・即 ち・鰍 關 体 に お け 紬 中PA 破 は 非嬬 鍵

　して勸 盻 傾向が 抽 ，特 に 嫐 辰後 ・開 講 い て は こ の

傾向：濡 しい ・しか レ 緒識 ・ お い て 髄 〜 、如 く，P
玳 謝燗 して ｝諞 にB斌 謝の 門題 も併 せ 磁 討して

お か ね 1，rk
’
z’，一，，．ら・

’
い ・即 ち孟 1、床、1・一艦 ，

　B1歌 乏 ま た

　はそ の代謝障碍 ガ 血中PA 値⊥昇赴来た す主因と考え ら

れ て い る か ら で靭 ・ 私 に の 、輪 ら も本突撫 ． 腺 、

　た 家兎群 の 飼料申にB 、 を汗 鍍 し， 少 く と も夕卜因性 の B1

欠乏 ・憾 を きた 甜 臆 う留意 した の であ るが ， ｛hNr」，．．．

　
か げ る B 、 の 鮒燐作用 （即 ちCoC 合成台） に対す る 各種

　
ホ ル モ ン の 影響 に っ い て も遡 i寺多 くの 研 究 者

18 ）
’L29）1に よ

つ て報告 訊 て 来 て ts・’O ，從 っ て か ・ 7
。 点 に っ い 硬 に

　
一

歩進ん で檢腎 ぐべ く， 次 の 実驗を行っ た．
・
　　第 3 章　妊娠家兎に　vitami 皿 B1 或 は

　　　　coearboxylase を与えた 場合の 血 中焦

　　　　牲ブ ドウ酸値変重力

　 嫐 鯛 体に お い て諸種 の ・ it・ min 要求量 の た か 詑 ，

　こ とは周ノゴ1で あ 鉱 こ れ は妊麺（に よ る 新陳代謝 の ft進及

び胎兒 の 発育の 諸点 よ 1），み て も容易 に うな つ
．
ナる とこ ろ

であ ろ う・B
・ に っ い て も 妊嬋 投 の腰   勧 、ま

っ て お 甑 從 っ て ， 妊婦で は B1 欠乏症 を きた し易い こ

とが 指摘 さ れ て い る が ， こ れ は糖島代謝の 亢進 の み に よ

る もの では 砿 く・妊娠jll期 では 騨 巨の た 媒 一B融 蹶

呈 が低下す る こ と及 乙 妊娠末 期では 胎見発百 に伴 う胎兒
へ の B 、 補給が 増大 す る こ とな どの た め に よ る もの で あ

ろ うとい わ れ て い る
ヨo）”s4］．

　前逋 した如 く， B1 は体 内に 投 與 され た 栃合，ζ の ま
x の 形では作用 し得ず 凋 繊 及 び勸 哉等で附燐作用を う

け て
35 ｝36 ）

・
B

・ Py ・・ 燐酸 （購 C ・C） とな りは じ め て

糖質代謝に 関貿 す る もの であ る ．

　ま た，田ij37） （ユ949）は 諸種 の E干臓疾患時 ， 肝EJ　，c お

け る B
、 附燐作用 が 陶酵 これ，血 中 PA 増量を み る こ と

が 多 い が ・こ の 妨 な聯 の 血 冊 A 増暴 B 投 照 こ

よ り
‘
1人優せ ず，CoC 投S4，： よ りは じめ て 恢復す る もの で

あ る こ とを 述べ て い る．

多 田 3
粕 953）及び 吉日「

12’
　 （エ954N 証 ， 嘸 嫁 兎 に

BL 文 は CoC を 負荷後，そ の 耳 詞∫脈疽廴中 PA を檢 し，か

な りの 低 下 を み た と報告 し て い る．
よつ て 私 は・実鋤 物 が B ・ 欠刮 く態に な らtS）E　 ！，

そ の飼料中に B ・ を技興 して お し・た が．殲 時血 中 ？ A
増量 が B ， 欠乏の み に よ る も の か ど うか を 檢討す るた め，
以 下 に 述べ る如 き B

、 及 び CoC 只 荷試驗 を行 つ た ．

3− 3ζ

　 第 1 節　ヲ磯方法

　暉
39 ’

（エ949）は B 次 乏，憲者 に お い て 3・｝lig・の B ，　
’・1［’

舐 酬 し・注 身脚 箇 o分で血 中PA 面 誕 し う 綟

度 就 下 る と述べ て い る が ， 秘 B
、 穿齢 磁 総 飆

獄 量 に す 勤 監 歟 る こ とが大切であ る と い う 厂。
薗

a°’

（1950） の ・・児 及膨 田
38・

（ユ953），細 …
（1954）

等の 聯 成灘 參考 と して，B 、 投歟 を 200 γ1  ，C 。C

細 賑 を B ・ の t−iモ ル ・顎 翻 当す る 290 γ11靴 しS： p

　あ らか じめ 家兎耳動脈 抽 1．Oml を 黜 し煙 ，　 B 、．
2G°γ 1  また は c ・C 　2，　90　711igを耳 1轟 抽 注射 し，50
服 再餌 蜥 詢 1・Cm1 を勸 して こ の 「賭 の 血 中
P △

丶双度を定 を比 皮 した ．

　第 2 飯　実驗灰
一
s 及 び考按

実贓 衡 謝 籔 及 び第 糠 に 潟
一
如 く， B 直 楢 け

一

る と血中PA 値は 妊 娠 ・非妊 の 兩群 と もに低 ドす る．即
ち好 娠群でレま31．43 ％，非妊群で は 24．14 ％ の 低

．
ドを示

し，妊娠群の 低下度は か な り大 で は ある が，しか し負荷
後でもなお 妊娠群 は 0。96mg翅

』
ご，非妊群 の 0．88皿g，dlよ り

も稍鯖 い 搬 鶴 レ （い る・C ・C 砺 舗 こ れ と略々

同様 で あ る。

第 2 表 　vitamin 　B1 負荷 H寺の

　血中焦性 ブ ドウ 酸 濃 皮

幻
　 後　19　 1
　ま o

ニ
D9 ．

　 　 　 　 し

潮 ・目

　　　　　第 3表 　CocarbOxylase
負荷 時 の

　　　　　　 」血．中 焦性 ブ ド ウ 酸濃 度

　　　　　　　　　　　　　　　　　
噸 ＝］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒÷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

亜 ゴ
　

こ れ らの 成 直か らみれ ば ， 妊娠無で も B 、の 滑燐 作 用1
は 阿 楼 れ て お らず，まん 妊娠蒔の PA 価

’
−L昇に B 見 欠

乏 が あ る 佐度臥 唄 して い る こ とも うか が い え られ るが ，

しか しそ れ が そ の 原因の 全部で臆 し・こ と 雛 想で き る「
の で 鰐 （なお・こ の 点 に っ い て は 第 5靴 お い て もふ、
れ る こ と とす る ）．

第 嶂 妊臓 兎 の負礁 性ブ ド ウ酸処理tl9
前章 の 鶏 ・獣 つ て ，

B
・ の 欠乏が あ 耀 離 鱗 の

in’「P・AJtS・Ptに 鹸 し う る と し て も
”t れ 提 の 原酌

Y ぺ て で は な い こ とを推 憲 した が ，水章では妊娠家兎 のp

平

　　均　　遡　　
ζ陶11

倒

数 注　 射　 前　 催 注　 飼

超信　　妊　　群 51 、畢 ↓ ‡ o，rZ
耽 　　娠 　　轟

慨 陥 跡 〜zq ・｝，513 箏‡ OJ3o

、o 〕

　 一
じ、98
一
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4− 4 妊卿 1伽 ・ 雨
．
礁 ．．げ ド ウ 樹 囃 に 刻す る ジ酬

「初魂

艸 PA 増量 は ，初 納 に 樹
’
る PA 処理 憑 RU， ち P

A ：一対す る 異化及 1 同化能力の 低下 に原因す る の か も し

1億 い と考えて，以 ［．：：べ 黝
’
媒 P ぬ 轍 撫 1了

丿た ．

　入問
オ た は 動物 に 焦性 ブ ドウ酸ソーダ韲靜脈注射す ：

と，そ の 血 中も 変は注射直微 は増 雛す るガ後悉 や か に：戈

♪し 10〜g吩 で潮 揃 紅 に 之元す る が 演 下ミ謝 すれ

（s 注射後略嫻 分5（
・
L
’
tr，　 ，

「
」源 ・示 レ ら 以後副

’
i三

翁時 よ り も注射前値 に 復元す る ［』fl謁が 長い LJI 　
；Lt ・ ・

’
い ：

い る
41 ＞4z 〕43 ）⇔ 1E 》，

　私転 liヨ脈注射沙　よ ） こPAi 行試瞼
プ
ヒ行 っ た ・

　 霧 1飾　夫喰プ7法

　窮 2章 し 冨 い で 」ニペ ん如 く， λ咳 の 少 く と も 1 』寸周 誕

：謝 物襤 よ 嫁 兎 を 引識 し，狭し鼎 憮
’
せ しめ ・ 安

靜繊 置 した 後諒 ず 耳鋤 よ 嚥 血 した ・衝 25魄 ！

！sgO 焦bS一ブ ドウ酸 ソ
ーダ （M ・rck ）を 5・。mb ：：：：測 （・一

裕解し／a 冂ゴ脈 よ り 注射，以衝 三時的に 耳鶏脈 ： り約 2．O

i／　nl を採血 ， そ の 1。脚 1 を PA 姐 ・1 供 し・°・恤 L

血糖の 定
一
」に 供 した．互自L粘の 比一並 ま Solmgyi ｛d）M ？）

氏武

に ょ っ た．妊i娠及 ひ 丿卜妊家兎の 南 君【1よ夫 々 4 τノ ずっ を用

い ， 妊娠 家旡は妊製黛25〜29日
．
） 、♪ グ 「目い た・

　 第 2 節　実 瀛 成 績及 び 考按

　 実験厂乂玉著は 錦 表及 臨 1 レ ：示す 如   2A
“
i】i” til

鮒 炭 5 分で最甫a士示 し， 以 後io分 ， 15渉．30分   心畝 ：．

　　　ズ 4 表　焦性 ブ ド ウ 故 負
7
−Etti

験，x 弋

磁．

弟
．
1 図

　 馳

！
絹

日 産i郎 ｝丁志12卷 1 ．号

焦性 ブ ド ウ 酸 煮 1 」試 験 成f

fl　S．ブドウ ぬ ソ
−

タ
’

1　（ Yv〕

↓
’

tt．1
〜
下
冂

一一一
i
’
i
’…一一

瓢
一一一一：而

…
ZZi

一一一一t
　 　 　 　 ll 載 肝

’」r冂一“’．齟一．一呪t　　 s7　抵 　瓢

減少 e 約 311 門後 に 1甑殆 ん どli　1三射 田 巾 tri く 厂 して い る・

し 。
・も そ の 指 N こ っ い て 11嫩 販 醐 …如 ・i− 一お ／・’　’i

−
、．特 に

』
差 は 認め ら堵1．な い ．ま た tiUl

’t’i
値 もPA 鼻 召 麦・

lFlik 一ピ昇す る 鰤 Jが み ら ・ しる∴ 3讎 脈 一・イ 冗 し・

1、［1群 の ldlに H 差 は み られない ．即 ち ， 250mg！、、g 〜二い 　外

な り過剰 な呈 つ 1・A の
・州 ：∫1杓鼓唄 ・一もカ ノ

・
　し っ ・そ の

後 の 血 中帳度曙 …移 証 蜘モ及 ひ非 Xl・Y　 i・二 こ 瑳 ≧

示 して し　二い と廴，／i う．t逃の 成蔽 か らみ ：
1
鵡 ム瞬 個イ† つ

PA 処∫恥 匕〔s 丿融隷．
，
　，，．；Lし，少 くと 』低 下 して 1まい な い

こ い 〕ご と力 推 測 、よれ る．しか し，個 マ　↓ 謡 で は ど う

・
ぐち ろ うか ， 更に ．二の 点 乏 確め

7 ．℃めに 次 乳   ・
L 進 ん

　第 B
「 章　妊娠家兎肝臓及 び腎臓の 焦性ブ ドウ

　　 酸処理 能に 関す る試験 管内実験

　＃ 録一お い て 述べ 萬 如 く， PA は 窃肉
∫

つ 他 の 且険で

聴 して 楮 、玳 謝の 邨 ・」産掬と して・ ｛・1’L ．，．S，　 −ltrの

．II・］，rTir　肝 臓及 び督』謡に お い て r 明
’
・鼓 w とい

1・丿 fLて い

一・、．よっ て 私誕 嫁 冗菊鮮 剔遡 干畷 し暦 嫉 質 切 1へ

；’t，PA を 基質 と して incuba・　te し ，

談 の 「PPA 拍 受

　・
浮 蹶 生 成 量 畑 。素消羅 及び i・ ・ ubate ・後 の 鵬 i覧

グ リ コ ゲ
ー

ン 量を渕定 し ：C ，拝 娠 家 兎 は 妊娠前 艮 1鮮

　（妊娠譱12〜22 口） と女娠飯 倶叮イ
「
L
ぼ 妊 1

．』
墨 〜30 ト ）

、．二！t
’
］
Y　i：ナた ．

　 身51ゴへ」　　実 二歩プゴi去

　 ノ状 驪 こ は W ・ 伽 ・g 晒 出 巴．と使用 し ン 証 1’

v ワ ラ ス コ の 腟 に 1．・6ml ・O・　Kre 　bs −Rin9 ・・ ph ・sphate

拵 （以下KRP 液 と略す ）を注入，　ttll−v．に1 り 較ガ ス ／

牧 の た め15％ KOH 　O．2ml 、亡：翌 した江 1眠 ．：入 、」［，，側
「
≧

、：は PA 含有の KRP 液 O．4エn1 乞 入 れ，ノ ラ ス ：ノ ：氷 冷
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1

昭 孝∬35年 1 月 1　日

　　して 拭 鎖 と して の PA の飆 蟷 原
・・・…

（・955）

　　
の 蕪 薦 として 諸 啝 末黻 が ・。。2M と驚 よ う

　　
に

セ
愁

　　　
不 ン ブ タ

』
ル 1加 1 綱 rl峅 ， 贓醐 ，果翹 と購

　　
に瓢 腿 ．

暇 魎 し題 ちに 厚1鰒 ．肝鰍 び 腎臓艀

　　早 く黜 レ こ 疑 嫐 した KR ・IP　tk］［　 ur 入 醍 訊 ．

　易欄 器 の
一

定繊 細 とり，氷黻 R 環 で隔 レ ．

　　
つ ．血灘 舷 ン 鞭 瀦 窃 ・分 を 黥 し た 後，free

　
hand 砿 ・蹶 うるDil

”
り一定 の 厚さ （・．5，吶 外）

　
の 駢 雛 虻 る・敢 鯛 臆 冠翫 猷 ユ・・蝋 翫

　蝿 ）
’
・
’
tt
’“
”・ 燬 で晦 ．謝 廴 が 都 く多 い た め 5。

　
mg （滑 千

蜀 鞭 と し曲 黻 ぴ ガ・男 轟 縦 ， 鯉

　く t°「si°n
　
b・1・nce で 櫨 し， 1姙 、

．i・の 主 ． 。入 れ，。

　
ラ ス 吶 の ス 湘 職 素・こ 鑓 か え，後 乃 ス コ 舘 劃
の 臨 胤 入 れ羅 （筋 ・G・1周羅 、 繍 める，乃

ス コ の 略 輌 融 の 破 と平徹 づ
一
る，、め ・吩 脹 冠

レ 鴨 乃 ス コ を働
・
て 側 物 耽 合磁 B 厳 二

主室内羸 ∠ み・翫 瀾 始する．測胴 融 、G翫
　し ， 90分 同 に亘 っ て繊察 した ：

　　
1ncubat

畷 嫡 ちに 主室灘 ピペ 。 1で 獗 しPA
及 乙赧 の 定 ｛獣 し・読 i… b… 前働 肝 蝸
片を グ ／）・ ・llゲー

ン の定重韻 した ．

　　櫛 蝿 は Barker
・
　 S・ mm ・… n

・・

（／9、、）刪 ｛

畷 混 る石瓶 法
51）

（tg5・） に よ ・、、こ 靴 融
に よ 7

・　 k｛aiEl晴 ・加 喧 ・。Gm1 の 贐 喉 栓 ia。L
靴 紘 2・％ ・・ S… ．…菱 L ・m1 繍 え讌 翫

・

驢 蔦 主方暖 に約 ・ 9 の c・ （・H ）詑 厩 て 撫
し・3吩 驗 亂 後 遍心 礫 す る．こ の 靖 工．。磯
と り ≦ ％ C ・ S°・ 蔽 0・0圃 鋤 巨え，次 1・ H

，
SO

、 6．。
ml 転 ・秕 っ つ 徐 蚊 滴 i・，　 1・ ・ に灘 諮 帆 5 分

・

間 加 メ・後冷水 で 20℃以下 1に 冷却 す る．冷却後 1．5％
P−H ・d「°・ ydiph 町 嚇 液 ・．圃 鋤 llえ よ 儡 龍 し
め ・ 30℃囎 淋 に30邪 」嬾 す る 。次跏 洲 沸胴 、

浴帆 璃 1包 ・に 氷翫 ， 脆 し燦 縫 に つ い て

光靴 鮒 婦 い て そ吸 鞭 顴 凵£ し （艱 5τ。m
。

’
1
，

求め 嫩 光戯 ち 主 鎌 臨 賦 濃 度を 唱した ．
別醐 片 門 痘 扁 L ・測 fL して 糖 P 蛸 r．

、，1，：
及 闘 醐 戈鉱 γ！

『
・屠 量 1喞 吩 に て 表 ル （以

下 γ 綴 づ犠 細 費蜀 ・1！i乞燥 9・、，・… 、
・160　iy“に て 1（

q／， した．

搬 列 ・ ゲー
ン は ・漁 ・… 法

・・
に よ つ て 赴 、し，

麟 轍 龍 ・・魄 げ ド 賊 彗と して ） acc我 o した c乂
下 mg ！d，w ，ユOOmg と賂

｝
夛
『
）．

杉　 山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5−− 5

　　　 第 2・tii」 織 驫 汲 ひ 嫐

　　　
9G繝 の incub・ti・n で黼 さ 振 乃 ス コ 主黛

　　　
「防 P 雌 ゼ締 裁 示 珈 く，月臓 胼 に お い 聡 ，

　　控 遡 … e… 〉（9・し疫 嬾 ｝ま3・a2・ 崎 値聽 し
・
（“

　　　
丿・こ の i群 均 1  霆 ：蝿 ・＋学的鮪 ，、」・で あ る。即 ち，

　　
‘二繊 臆 ゲ れ ば妊動翻 歳の P 艇 埆 、、嚇 矧 穢 の

　　
．
とれ 眦 して 大 で あ る こ とカ・推鍵 れ る．腎瞞 簾 お

　　
い て は 2A 躓 廟 刊砌 ∫寺

・
抽 大であ るが ， 鰍 級 び

　　 1、：妊兩群 ．日つ
．
垂沙 い ．

　　　　幽 期 刊 黻 び 體 鶴 猷 る 鰭 ブ ドウ 酸

　　　　　消 費一［L （γ 1乾 燥 量 1   1g吩 ）

　　　　　「 　　厂蒔
｝
蔦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 触 平 　 pm　ILr 腋　　　　　−
　　　　　

9Fif 　 　 　 ： elr ．l．ロニヒ 3．S 　 CJ

　　　　　三褻 ＝「i
’
1
’

・・．，・ ，．、 t2 、

　　　　　　灘 郵・．諞 ・

　　　　　 欝 蝋 騰 削
3 　 29、2 ・ 5．3s

蹴 く乃 ・ 噛 勲 中哩 葩 成
．
臓 ，瀧 し 朧 、目

襯 数 示 洳 くで騒 ・艮肱 鑽 跏 魔 く
一
（k．

澱 は載 熱 鷺 り・ そ ・・丘亘は孅 ・非瓣 鮒 購
1

’
縮 して い な い ・こ 振 鉱 を加 える と薩i椛 靴

無 ［鷙 増瓶 基・
“
・｛Lカ・離 こ とほ 囎 礒 蹴

妊嫩 ；」1姻 僻 砒 轄 る と，橢 r学 飆 。 賄 雄 で
蹶 い が 賦 購

』
ご1，kratYJI

，」羊賄 妙 し・ 購 ，妊辮
で は PA の 消欝 灯 あ 贏 番肅 ・妨 旙 醯 ま錨 ．

載 猷 て は い ず冠 ・ し猛 の 蛾 鰓 少 い よ うに翫 ，
’：
ゴ
しるFJi−．1己オミえ ら 帚Lた。

第 礦 鷺 k び 腎贓 版 よ る 乳 黠 鵡

　（γ 1乾』
煤 重 ゴ五1mg ！90分）

「
一一

「「
　　　 ヨ『 1「

1 … ・ ・

蕾鑞

　 P 　　　の　s，

ttli，：lil；
’
！13i：

孅il

賑
．

・ガτ i
裂

，
乎 再

一
ξ

1・・… o．・・

憐
「b・・… ，・”

’
　・・1：こつ い て 臨 7式及 騰 駈 啄 す 如 くで

祕 ・欺 L一臓 ぬ椿 の 嚥 讃 軍 。， ．臓 翫 と「
ヒ 妊娠群 の 方 が 大 で あ る ，PA “

：加 え る と嘸 群と 1、に
峽 蹟 量 脈 か 罵 が・PA を加えた た め の 幽 績』

の 増加 に は妊娠及 び非夊1揖」鮮間，C有意 な差は な く， 妊

N 工工
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轟一6 妊囃 簿 緲 る 繖 ブ ド ウ 酸 代 舶 ・ 財 る 実翻 確

暫 表 肝 臓 及 び 腎關 片 に よ る 酸 素 消 費重

（μ11乾燥 S 　R．　1　mg ／6畍 ）

肝 　贓

・剄墨
10

　　　　　切 剰 輙
「

1

即 ・ 昧 巨珊
　　〜β3 剄 ・εロ　　 昭 ‡ D・ヲ3

　 1

1：  1：
G

犠 監馴
　　　　　1・螺 調

鱒

縣徽
誌灘 ［12 螺 lt
　　 I23 エ O，斗3　　　　 3β5 烹 O・隣

　　牡瞭前

　　 キ貝驟

し備
調

黙 員翻 畤

陥 添加暗

〔綱 一
騨

61 鰮 ：謡511 ：雛1署l
　　　　L2e 窒 囓 　　 9．7θ 甥 ．5ら

　睡嬢徹
　 半 軋目郡

儀．捌

賄 無騨 時　　　　 3．37世 ロ．53　　　 7・巳は q2・1

臥 勲 、4　　8　　5．。6 ＝ 。．価 　8　 比 匡5 エ 1・°「

驪 一幽醐 　　　1．旧 工 0・へD　　 3・34 窯 ゜・99

．鰥

．
踊

5s413

．Gz
，9

醸

』

　

」

　

苅

占
11

ー

ユ
iII

−
LTI

−

！

日 産 婦 誌 12卷 1　一募一

第 2 図　肝 臓 及 び 腎 臓
．
切片 に よ る 酸 素 消 費玉

　（昌11乾 燥重 量 1　mgt60 分）

　　　　 〔 n｝ 覊　 ID　 片 ）

　　　　　　　　　　
pai

（

韈 灘 縲嗤 ，

1鰍 塚竺一

饕 蕪 鑿尋　 簗 騒

　　　　　〔資　瞰　切　
旧

涯
雨

．副 （PA激 口詩縣 糠 量）

惜
　　　11
　 　 　し　　　

　P　 鷆　 駄
　の 　　　がだ　　 ほ　

葺 1） 圈・ PA黜 且藤 渉穏

　　 ［｝： P八嘉 糊甌貯 身葉 芦　二

　 2）　1 二 害票準偏 葦を衣 わす

憾∫
ロ

」　
耳」干

　

契
　

徹

キ

増
爵

近
誤陥

」
　
　

譜

］

娠搬 で は む レろ そ の 増漏 ’嶽 度 の 診 蕊 る・

　incubate 削 後の 肝臓 グ リ コ ゲーン ．丑にっ い て は　
’
8

蒜 、示 す螂 賞 る．i・・ub ・t・ i個 列 コ ゲ
｝ン ⊃ ま

．非纏 5．84m9！d．w 。・00・菖謗 呶 群 5・35mg ／d ・w ・1°0

，、g 斑 鮮 、蛸 攻 卿 ・ 示 して L．・・るが ・
i… bate 働

第 8 表　肝
二

臓 グ リ コ ゲ ーン 量

諠 1） P・
’
・ ・） ・ ゲ ーン 値 は 咽乾 燥重 ・

齟1°魄 で

　　　　表わ し た

（incubate −−F
’
i値 ）

一 （incuba聡
　　

『
　（incubate 　目、｛苣）

籠 Lx
ユD。％ で 劾 し た

「

2）　減少率 は

グ リコ ゲ
ーン 亠 よ 私の 凱驗條件下で は 基質添加 の 為無 に

か か わ らず著レい 減少を 示 して お り，郵貞 を加 えぬ 場合

及 び加 ゴ蜴 合 に つ い て 夫 女 嚥 蟀 舳 澱 でJ二暾 し

た とこ ろ，推計学 的 に有意 な差 を 籾 め る こ とは で き な か

とつ tLe

、
・・
、お，・。h。a ，P ・t・・s

・・

導 （・939）はB 次 乏勤 の
「
．
k

器の PA 酸化能飆 し て そ の 低下 fi・Li
’Exめ廷 の 際 B ・ ま

た は c。c の 腿 を 主 叛 に 添加 す る ・ ド訛 ・ジ促進す る

こ とを報告 レて い る。よ っ て 私も本実驗 乞 1了うに あ た

り洞 時踏 例 に つ い て B ・ 及び C ・C 鍛 袵 榁 液

に灘 して 測定絎 っ た が認 むべ 譲 但 み な か ’

た ．即躰 実 麟 よっ て 鯲 概 娠・蒙兎 に 描 ’て 特 にB
・

姫 或 は ・ 、 鱗 飜 低下 を掘 亘・1楙 雌 よ 弦 覦 は

λ られ な か つ た ・

厨 唄 ・駒 は 孅 家郵 11綱 片 の ブ ドウ1騰 加

Ri。 g。岻 液 ．．b　l，ttお 騰 磁 1消費黙 翻 よ 昧 か ま り・

腎．1醐 片で も女呶 末期 二 醸 の 上 昇練 た して い る とい

い ， ま 献 捌 礪 率郷 女 こ れ と 近似 し た 経畿 と

る腱 べ て い る ！ 噺 兄 は ［略 k 私 鍼 ・赴 繊 し て

V ， ．、 ．私の 1鹸 で 揃 勘 兵口儲 ．に 孅 肝障 撤 ’て

1留 蝋 費艦 庶 っ て お り ， しか もr「 述 成 が
．
跏 し

て 欧 い 隅 か か っ らず ， ？ A 漁 捻 る 酸蜘 蘿 の

増 、 り贈 髄 し 砂 く・・
．
・…
一
・フ・・い ・・痘 L” ”V’f

才、，辷 PA 、
・
・ T ・A ・y・1・ ：・晒 ・ （す べ て

’
踏 ・纐 匿 ’

けて い る と鵬
一
鵬 少 く と も臨 畑 の 融 臓

轍 よそ れ だ臓 黜 都 セま増蜘 て 訪 な 噸 臆 ら

ない ん 加 に ，夬際 ｝r−　tti．　」
’
壬購 で は 斑 聡 り ” 蝋

力に よる 鯨 讃 臼 ・増塘 ぎ沙 くな つ て 瓢 しか 賦

嘱 乳 謄 頗 尤噌 匠 ・・ な 喊 亂 輪 艝 泌

と， 妊娠 隅 、・お い て韻 讌 た ？ A は・TCA 　
cycle

に入 つ
一
（X 全 酸儂 う 瞳 り ， 或 よま た 乳熟 こ 変化 し

た 、 す ；bU して 競 罎 は 非；・，T・］1干観 ・一 る よ 晦 少
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く， む し ろ他 の 経路 を辿 紬 の が 多い とξ繝 ぜ ざ る 畝

な い ．

緒論に おい て 髄 べ た よ うに ・
PAI ま瀬 讎 購 か

婿 白鰍 び 巨躓 代融 ・ 樋 要 な関連鮪 して い 嶽 ・

上記の所見か ら臓 肝 灘 お   ・て雌 さ れた PA の 屯

蛋 白鰍 は 蔽 の 代謝罷 磚 入渕 ・碾 が ・ 誑 肝

臓 に 湖 る よ 晩 多 い 雄 想せ ざ る 歓 な い ・事実溺

Lt・・1
（・957）は孅 肝 臓 の ア ミ ・ 鑽 鯉騾 の 灘 航 進

して 糊 ，グ ル タ ミ ン 轍 び PA よ りの ア ヲ ＝ ン 生成が

雕 して い 葬 靆 轆 して お り洪 r葦艘 編 「酬 ま

非妊鹹 及び妊鰰 鼠 に ， 糖畿 大慰 ・投鋤 て こ 櫛

ら 鍼 さ悩 脂臓 量をみた と こ ろ・嫐 辰白鼠の 方黼

肪灘 成 の 黻 猷 で抽 こ とを認 め て
’
v ’ る・また ・

Elli。tt，．B ，。。y
・・

（1937），Bach ，　H ・lmes ’T）
（193τ）・　Bu −

chana ロ
58 ｝ （1942）， 赤 堀

59 ｝

（1953）等は試驗管内 で肝臓

切腔 用 い て ， P 慧 た は乳瞬 りグ リ コ ゲ
ー

ン 胎 成

猷 縛 実耀 め て い るが，私蕨 驗1紺 ドで 謄 の よ

　うな所見 を み る こ とは 出来 な か っ た．

　　以 上述べ た 私蕨 贓 績並醒 蝋 的考察 を総 レて

考える に，妊嫻 欄 に鯖 訓 tた PA は非嫺 儼 に お け

る よ りも 齣 多 綴 韻 穀 は韻 の 繝 1邑程鯏 朧

れ る もの で あ ろうと推想 され る の であ る ・

　　　第 6章 妊娠家兎臓器の焦性ブ ドウ酸濃度

　　前章 まで の 実瞼の 結果，妊娠家兎では PA 処理 能が む

しろ よい 驚 拘栃 づ∵ 血 中 蝕 騒 を敷 す軼 鯉

醜 た が ， 妊櫞 兎触 中 PA 増量は婀 な る 駆 に よ

っ て くる か こ の 点鎚 求す るた め 渓 に日刊蔵滑 li蝋 皮

．9 ），子宮， 黼 膜，胎鰍 び胎仔肝臓 防 い て 初 脈

　 濃 度を 檢索 した ・

　　 第 1節　実驗方 法

　　肝臓謂 臓 子宮 ， 榔 繖 ， 胎盤及 び 幣 臓 艀 早

　 く剔出し洛 賭 の
一

定 の 部位 よ 嚇 勺29 を と 癖 量・

　こ 聽 乳鋤 。投 じ，約 6ml の ・0％三 勵 醋謙 雛 充

　分轍 し巖 ，
10．圃 媚 鮒 薙 遠沈管 に 流入 せ し

　め る．こ れ に乳縦 洗 つ た ・晦 三 廛騰 酸硬 に加 えて

　 10．Oml の 目齢 で f・11・up し ・ 遠 1』分離 して 得 た 上

　 清灘 っ い て 揃 述 し た 胴 じ主難 瞞 して そ の P 醸

廳 求 め ，
e れ よ 瞳 環 器 の PA 灘 を黜 い g隴

嫗 影 009 で鄰 した （以下mg ／d・w … 09 と［略す）・

ま た ， 胎仔 心 臓 血 1．。m ！　1’こ つ い て 胴 様測定レ た・

　第 2 節　実驗成績及 び考按

　実驗成績は第 9表 に示 す 如 くで あ る．

　妊娠群 の 肝臓 及び腎臓では，夫 ノζ 0．e7．rngtd ．w 。
　 IOO　g

脚 表 臓 器 中焦性 ブ ド ウ 酸濃度

7− 7

　　　
　　 註 ；1）　臓 器 中 PA 濃 度は   1乾 燥 重 量100

　　　　　　 9 で 表わ し た

　　　　 2） 月絎 心 臓血 中 PA 濃度 lt・］ng／dlで 表

　 　 　 　 　 　 わ し た

及び・．・・m 、！d．w ・… 9 窃 り・非孅 で は 夫 ft°・94

m ，！d．w ．… 9 ， ・．・3m ・！d・w ・エ・・9
’
ごあつ て 爾縱

に は 著差 は み られ な い ．

子宮に お い て離 娠胸 ・3．59mgtd ・w ・1。09 驚 る に

対 し，斑 糊 ・．腱 ！・・… 。・9 で・孅 灘 ・非孅

眦 薦 し く高腿 示 匠 お り，
こ の 差しま黼 学 的繭

意である。

櫛 澱 ごは妊娠群 3．8T・ngld ・w ・… 9 ・非妊群 4」 4

mg ！d．w ．　 IOOgrf兩群間 に は 殆 ん ど差は み られ な い ・

　胎盤 は 4．2・S皿 g！d．w ．　 IOO　g であ る．

胎仔臟 は ・．41m ・td．Wl … 9 で騨 巨礪 の ゜・92國

d．w ．、009 よ 膈 値を示 しに 嵯 1ぱ繍 学 蠏 菊 意で

あ る　

　胎仔心勵 は 3．嘸 〆d1で，母 体 耳動 馳 眦 屠 し く

　高値 を示 して い る・

　野 る に ， 母
．
体嘶 蹶 び醐 で1ま繊 器 よ 膿 鄭

低 く， 月細 贓 で は い ず 紬 濃度隔 く・ 胎仔舳 騨

　血 よ りテ漸で直で あ っ た：・

　　絲 ，螺 納 PA に 関 して は 泌 節調 格觚 騰

黻 ，麟 に っ い て 訐 勲 ざれ て い る に 過 齢 い
5’6°）

　 N63 ）ゆ

　　私 の 成績 r、：　1’れ ば ，ま
・
錦

・
鰍 び雇臓 ・ お 脳 肱 濃

度 は低い が r・れ は こ ／／
・
L・b の 臓器 に お い て P 拠 雌 が さ

，1’／fv’（
’
L“，） るた め と考え 猟 る 燃 る 1・・ ，　 V）EE娠子離 非妊

子宮 に 比 し著 し く高慨 示 してお り・嫐 麻 期嫁 兎 の

棺 鍾 量 は 5・一？89 ・fb るの に 対 し ・ 誑 願 では 約

　59 であ る とい 獰 実 と，
PA は 主 と・して 伽 纖 陣

い 姓 成 S　it　z； とい う輳 と蛤 せ 考 え る と ・ 嫐 野 宮

が孅 灘 ．に お 騰 PA 型 ・源と して か 酌 額 濾 味

　麟 つ て い る こ 撤 容易 に考 筋 凝 ｝江 女 猛 庚
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8− S
嫐 懈 に 繍 礁 性 ブ ド ウ 酸fに髞 臨 破 験 鵬 究 臼産 婦 誌 12卷 碍 ・

欝難 欝 灘 灘 鍵

灘 総 欝覊繋 ∴醍1

藩 叢
磐 蠶鵬岬

威 ・噸 隙 ・ 搬
・） 母体購 仔・ 儻 ，隴 。 畷 。 鋤 夜

讌 鬢鑼繕 ∴鍵1灘 讌雛籌灘1鑓
ζ齧 磁 纛 難 驫 忠讐難 ∵1二・一 ・一 ・一 ・亂 。＿

る ．即 ち，胎兒 血酸素含有1讃よ母体1血酸素含有量 に 比 し　　　
／諂一“

』
⊂か な 砥 い ・ とが 判 l！iJして い る．　 　 　 　 　 即 」5・孅 鮴 の 継 ブ ド ウ酸 鯉 黻 u ：vi ・・ mi ・・ B

，

鰻 瓣瓢 謙認 ；瓢 灘 讖 撫 騨1認 鋸 熟 磐

灘慧靉 継 ll灘 蕪驚
灘雛钁欝鼈鎗ll灣 三1慧雛曇1華1

繍 靆 ・ た よ ・に，購 ，・ 、、榔 増。 。職 季搾
飆 及 ゜ミウ 似 刊究所聯 士 ・ ・ … し ま

と して B次 乏 も雛 れ 欲 三 ・・繍 舗 騎 　 轍 ・ 鮨 ・瓢 ・・膿 。 人 。学 。。 。 。、。，嘸
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